
◎
活
動
方
針

§
事
業
計
画
概
要

１
　
組
織
体
制
の
強
化
・
充
実

３
　
啓
発
活
動
の
推
進

２
　
障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め
の
諸
活
動

３
月
11
日
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
活
動
方
針
、
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ

い
て
審
議
い
た
だ
き
、
全
員
の
賛
成
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
以
下
、
抜
粋
）

平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害

者
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」（「
障
害
者
差
別
解
消
法
」）

で
は
、
法
施
行
３
年
後
の
検
討
と
そ
れ
に

伴
う
必
要
な
見
直
し
に
つ
い
て
規
定
さ
れ

て
お
り
、
平
成
31
年
２
月
か
ら
行
わ
れ
た

内
閣
府
に
よ
る
検
討
は
、
令
和
２
年
度
へ

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
直
し
に
お
け
る
有
識
者
会
議
で
は
、

当
初
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
そ
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
た「
民
間
事
業
者
に
対
す
る『
合

理
的
配
慮
』
の
提
供
の
義
務
化
」
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と

の
情
報
に
接
し
、
そ
の
進
展
に
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
検
討
の
進
捗
情

報
が
途
絶
え
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
に
対
し
長
年
に
わ
た
り

要
望
を
し
て
き
た
「
障
害
者
差
別
禁
止
条

例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
２
月

の
知
事
懇
談
の
席
で
「
平
成
31
（
令
和
元
）

年
度
に
『
長
野
県
障
が
い
者
共
生
社
会
づ

く
り
条
例
（
仮
称
）』
の
策
定
作
業
に
着

手
す
る
」と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
件
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
、
作
業
は
大
き
く
遅
れ
て
い
る
状
況
で

す
。今

年
度
は
、
国
の
検
討
作
業
、
そ
し
て

県
の
策
定
作
業
の
進
展
に
注
視
し
て
、
見

落
と
し
を
起
こ
さ
ぬ
心
掛
け
が
大
切
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
、

そ
の
動
向
に
常
に
関
心
を
寄
せ
、
必
要
な

意
見
の
発
信
に
心
が
け
る
と
共
に
、
そ
の

啓
発
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
の
協
会
事
業
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
感
染
の
収
束
を
願
い
、
何
と
か

円
滑
に
事
業
運
営
が
出
来
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

支
部
活
動
は
協
会
活
動
の
原
点
と
い
え

ま
す
。
支
部
組
織
も
会
員
の
減
少
と
と
も

に
高
齢
化
や
役
員
の
確
保
が
難
し
い
な
ど

喫
緊
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
経
営

組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
た
め
、
協
会

役
員
等
人
材
の
活
用
に
よ
る
組
織
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

引
き
続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
各
種
行

事
・
事
業
等
を
紹
介
す
る
な
ど
、
協
会
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
事
業
と
の
連
携
に
よ

り
、
会
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
自
覚
が

持
て
る
魅
力
あ
る
協
会
と
な
る
よ
う
研
究

し
ま
す
。

⑴　
「
長
野
市
障
害
者
基
本
計
画
」
に
盛

り
込
ま
れ
た
各
事
業
の
進
捗
状
況
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の
目
標
達

成
の
た
め
に
必
要
な
意
見
や
提
言
を
行

い
ま
す
。

⑵　

福
祉
大
会
、
研
修
会
を
は
じ
め
各
種

事
業
を
開
催
し
、
会
員
の
知
識
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
会
員
の
親
睦
や
交
流

の
輪
を
拡
大
し
ま
す
。

⑴　

会
員
及
び
関
係
者
等
へ
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
協
会
の
事
業
情

報
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
、
会
報
「
幸

わ
せ
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
　

掲
載
内
容
を
充
実
さ
せ
、
読
み
や
す

く
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
心

が
け
ま
す
。

⑵　

会
報
「
幸
わ
せ
」
を
朗
読
し
録
音
し

た
「
声
の
会
報
」
を
、
希
望
す
る
視
覚

障
害
者
の
会
員
に
配
布
し
ま
す
。

　
　

点
字
翻
訳
版
を
作
成
し
、
希
望
者
に

配
布
し
ま
す
。

⑶　

協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
支
部
単
独

作
成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
会

員
の
新
規
加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

⑷　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ

令
和
三
年
度
　
活
動
方
針
、
事
業
計
画

及
び
予
算
　
承
認
さ
れ
る 第 198 号

発　行　者
社会福祉法人　　　　　　
長野市身体障害者福祉協会
理事長　小 林 和 夫
〒380-0904　　　　
長野市大字鶴賀276-10

（長野市障害者福祉センター内）
電  話　228－3014

ファクシミリ　226－6263

会報「幸わせ」は、４月・７月・10月・１月の20日に発行しています。

（1）第198号 会　報　　「幸　わ　せ」 令和３年４月20日



５
　
主
な
活
動
内
容

４
　
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

令和３年度　法人本部事業会計予算
　（単位：円）

区
分 科　　　目 ３年度

予算額
前年度
予算額 増　減

収
　
　
入

会費 226,000 230,000 －4,000
余暇活動
支援事業 60,000 90,000 －30,000
広報活動事業 100,000 100,000 0
健康教室事業 15,000 25,000 －10,000
受取利息
配当金 500 500 0
雑収入 30,500 29,500 1,000
事業区分間
繰入金 5,518,000 5,625,000 －107,000

合　計 5,950,000 6,100,000 －150,000

支
　
　
出

人件費支出 2,413,192 2,435,088 －21,896
事業費

（助成金） 1,358,200 1,456,000 －97,800
　大会参加 243,200 277,000 －33,800
　部会活動 193,000 193,000 0
　支部活動 83,000 98,500 －15,500
　本部活動 509,000 545,000 －36,000
　研修 330,000 342,500 －12,500
事務費支出 2,178,608 2,208,912 －30,304
　旅費交通費 320,600 338,900 －18,300
　広報費 300,000 300,000 0
　諸会費 553,400 553,400 0
　その他 1,004,608 1,016,612 －12,004

合　計 5,950,000 6,100,000 －150,000

令和３年度　主な行事予定
月 日（曜日） 事　業　内　容 開催場所、内容

5

20（木）監査 令和２年度事業報
告・決算等

23（日）長野市障害者スポーツ
大会

長野運動公園総合
運動場

27（木）
理 事 会① 令 和２年 度 事 業 報

告・決算等
評議員選任・解任委
員会 評議員選任

6

3（木）マレットゴルフ大会※ 犀川第二運動場

17（木）
定時評議員会

令和２年度事業報
告・決算等
理事・監事選任

理 事 会② 正副理事長選定

24（木）
健康教室①

障害者福祉センター支部長研修会①
支部長会①

7 15（木）希望の旅 （目的地未定）21（水）

9 9（木）長野県身体障害者福
祉大会（第72回） 千曲市 戸倉創造館

10
2（土）長野市身体障害者福

祉大会（第53回） 障害者福祉センター

　20（水）
～21（木）親睦旅行（１泊２日）（目的地未定）

11
11（木）健康教室② 障害者福祉センター支部長会②

18（木）理事会③ 令和３年度前期の
業務執行状況

12 12（日）クリスマスの集い 障害者福祉センター
1 13（木）新春のつどい メルパルクNAGANO

2 13（日）ニュースポーツ競技
会と歌声広場※ 障害者福祉センター

3

3（木）
～ 4（金）

会員・家族合同慰安
会（１泊２日） ホテル圓山荘

10（木）理事会④ 令 和４年 度 事 業 計
画・予算

17（木）
支部長研修会② 障害者福祉センター

支部長会③ 令和４年度事業計
画

※　青年部と女性部の共催で実施されます。

せ
、
協
会
の
Ｐ
Ｒ
や
会
員
加
入
に
つ
な

げ
ま
す
。

⑸　
（
福
）長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

発
行
の
機
関
紙
「
こ
こ
ろ
の
友
」
の
配

布
に
協
力
し
ま
す
。

長
野
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
末
に
こ
れ

ま
で
の
指
定
期
間
が
満
了
し
、
改
め
て
本

年
度
か
ら
５
年
間
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
適
切
な
維
持
管
理
、
利
便
性
の

向
上
、
教
室
・
講
座
の
充
実
、
利
用
団
体

の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、
利
用
率
の
向
上
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と
支
援
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
の
孤
立
防
止
を
図
る
た
め
、
長

野
市
心
身
障
害
者
相
談
員
に
協
力
を
い
た

だ
き
、「
障
害
者
相
談
会
（
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
）」
を
月
１
回
開
催
し
ま
す
。

「
広
報
な
が
の
」
を
朗
読
し
録
音
し
た

「
声
の
広
報
」
を
、
希
望
す
る
視
覚
障
害

者
に
配
布
し
ま
す
。

⑴
　
大
会
参
加
関
係

本
協
会
会
員
一
人
一
人
の
組
織
活
動
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
組
織
運
営
へ
の
主

体
的
な
参
画
を
促
し
、
以
っ
て
障
害
者
福

祉
向
上
の
一
助
と
す
る
た
め
、
当
協
会
主

催
「
第
53
回
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

（
福
）
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

主
催
の
「
第
72
回
長
野
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
（
社
会
参
加
推
進
大
会
）」
に
参

加
し
ま
す
。（
当
番
：
東
信
ブ
ロ
ッ
ク
、
開

催
地
：
千
曲
市
）

⑵
　
部
会
活
動
関
係

青
年
部
・
女
性
部
が
共
催
す
る
「
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
「
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
と
歌
声
広
場
」
に
つ
い

て
、
全
会
員
が
参
加
対
象
の
た
め
運
営
に

協
力
し
ま
す
。

この会報は、共同募金からの助成で発行しています。

令和３年４月20日 会　報　　「幸　わ　せ」 第198号（2）



　
古
希
を
迎
え
て

松
代
支
部
　
中
村
　
明
美

　
縁
側
か
ら
語
り
つ
ぐ

　「
縁
が
和
リ
レ
ー
」　第
13
回

６
　
収
益
事
業

⑶
　
支
部
活
動
関
係

各
支
部
が
開
催
す
る
「
研
修
事
業
」
に

研
修
事
業
助
成
金
を
交
付
す
る
と
と
も

に
、
支
部
活
動
に
対
し
て
助
言
等
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
、
重
度
障
害
者

に
対
し
て
慰
問
品
を
配
付
し
ま
す
。

⑷
　
本
部
活
動
関
係

会
員
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

た
社
会
参
加
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
長
野

市
障
害
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
支

援
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
、「
希
望
の
旅
」

を
北
部
・
南
部
地
域
の
２
回
に
分
け
て
実

施
し
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
事
業
者

に
委
託
し
「
親
睦
旅
行
」
を
実
施
し
ま
す
。

会
員
及
び
同
居
の
ご
家
族
の
慰
労
と
し

て
「
会
員
・
家
族
合
同
慰
安
会
」
を
実
施

し
ま
す
。

⑸
　
研
修
関
係

会
員
の
健
康
管
理
の
た
め
に
必
要
な
知

識
の
習
得
や
体
験
交
流
の
場
の
提
供
と
し

て
、（
福
）
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
事
業
費
補
助
を
受
け
「
健
康
教
室
」
を

年
２
回
開
催
し
ま
す
。

「
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」
に

お
い
て
、
会
員
の
見
聞
を
広
め
る
た
め
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
新
春
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
会
員
の

見
聞
を
広
め
る
た
め
、
各
種
文
化
芸
能
や

時
事
問
題
に
触
れ
る
場
と
し
て
「
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
相
互
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、「
新
年
祝
賀
会
」
を

併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

支
部
会
員
へ
の
情
報
提
供
や
啓
発
の
一

助
と
す
る
た
め
、
支
部
長
会
の
開
催
に
併

せ
、
年
２
回
程
度
「
支
部
長
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

⑴
　
福
祉
補
助
事
業

主
な
収
入
は
自
動
販
売
機
か
ら
得
る

受
入
手
数
料
で
、
前
年
度
予
算
比
30
％

減
の
２
、８
０
０
千
円
を
見
込
み
ま
す
。

支
出
は
使
用
料
ほ
か
で
収
支
差
額
は 

１
、

６
４
５
千
円
を
見
込
み
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
支
出
で
本
部
会
計
に 

５
、５
１
８
千
円
を
繰
出
し
、
本
部
事
業

の
活
動
費
に
充
て
ま
す
。

不
足
す
る
当
期
資
金
収
支
差
額
の 

３
、８
７
３
千
円
は
繰
越
利
益
剰
余
金
で

補
填
し
ま
す
。

⑵
　
ロ
ー
ソ
ン
長
野
市
民
病
院
店
販
売
事
業

年
間
の
売
上
高
ほ
か
収
入
額
を
前
年
度

予
算
比 

22
％
減
の
９
７
、４
９
０
千
円
を

見
込
み
ま
す
。
支
出
で
は
仕
入
れ
や
人
件

費
及
び
一
般
管
理
費
で 

９
９
、５
９
０
千

円
。
経
常
利
益
は
マ
イ
ナ
ス 

２
、１
０
０
千

円
を
見
込
み
ま
す
。

20
代
で
縁
あ
っ
て
主
人
と
出
逢
い
、
埼

玉
か
ら
長
野
へ
嫁
い
で
48
年
。
３
人
の
娘

を
育
て
、
自
分
の
家
も
建
ち
、
平
凡
だ
け

ど
幸
せ
な
日
常
で
し
た
。

し
か
し
、
主
人
は
37
歳
の
２
月
、
寒
い

日
に
脳
出
血
で
倒
れ
、
入
院
・
手
術
・
リ

ハ
ビ
リ
と
生
活
は
一
変
。
母
子
だ
け
の
生

活
は
頑
張
る
心
を
折
ら
れ
、
不
安
と
心
細

さ
で
涙
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
主
人
の
方
こ
そ
、
障
害
を
抱
え
て

の
生
活
、
今
後
の
家
庭
の
事
な
ど
、
自
分

を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
は
様
々
な
紆
余
曲

折
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ
、
そ
れ

を
守
ろ
う
と
二
人
で
乗
り
こ
え
て
き
ま
し

た
。
家
族
の
絆
は
本
当
に
力
の
源
で
す
。

主
人
は
障
害
と
向
き
あ
い
、
家
族
の

前
を
光
で
照
ら
し
歩
き
続
け
て
く
れ
ま
し

た
。
今
は
協
会
の
役
員
を
し
、仲
間
と
マ
ー

ジ
ャ
ン
、
将
棋
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私

は
マ
ン
ド
リ
ン
と
出
会
い
、
仲
間
と
の
合

奏
や
数
独
（
脳
ト
レ
）
に
も
挑
戦
中
で
す
。

透
析
通
院
の
主
人
、
運
転
手
は
私
で
す
。

い
つ
ま
で
も
二
人
三
脚
で
…
…
。

支 

部 

だ 

よ 

り

松
代
支
部
長
　
中
村
　
和
正

私
は
37
年
前
の
37
歳
の
時
、
２
種
２
級

の
障
害
者
（
左
半
身
不
随
）
に
な
り
、
そ

れ
か
ら
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
、

他
人
の
視
線
が
気
に
な
る
日
々
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
身
障

協
会
へ
入
会
を
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
重
い
人
か
ら
比
較

的
軽
い
人
・
見
た
目
に
は
わ
か
ら
な
い
障

害
を
持
っ
た
人
な
ど
多
種
多
様
で
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
、
苦
労
し
た
話
・
悲
し
い

話
・
楽
し
い
話
な
ど
色
々
な
話
を
聞
き
、

強
い
仲
間
意
識
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

皆
さ
ん
の
前
向
き
に
生
き
て
い
る
姿
を
見

て
、「
自
分
に
与
え
ら
れ
た
人
生
を
し
っ
か

り
と
生
き
抜
こ
う
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

当
時
の
松
代
支
部
は
、
６
５
０
名
近
い

会
員
が
い
る
大
世
帯
で
し
た
が
、
高
齢
化
・

新
規
入
会
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
衰
退
の

一
途
を
た
ど
り
、
現
在
は
１
０
０
名
程
に

な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
集
い
・
触
れ
合
い
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
組
織
の
存
続
に
向
け
て
頑

張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
身
障
協
会
の
皆
さ
ん
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆本部会員の皆様へ◆　各事業の参加申込みは、協会事務局へ　TEL:228-3014
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行　事　予　定

【聴覚障害者標識】
　聴覚障害であることを理由に免許に条件
を付されている方が運転する車に表示するマ
ークで、マークの表示については、義務となっ
ています。
　危険防止のためやむを得ない場合を除き、
このマークを付けた車に幅寄せや割り込みを
行った運転者は、道路交通法の規定により罰
せられます。

【ヘルプマーク】
　義足や人工関節を使用している方、内部障
がいや難病の方、または妊娠初期の方など、
外見から分からなくても援助や配慮を必要と
している方々が、周囲の方に配慮を必要とし
ていることを知らせることができるマークで
す。
　ヘルプマークを身に着けた方を見かけた
場合は、電車・バス内で席をゆずる、困ってい
るようであれば声をかける等、思いやりのあ
る行動をお願いします。

お
知
ら
せ

　本年度の行事については、「令和３
年度  主な行事予定」として２ページ
に掲載していますが、新型コロナウイ
ルス感染症感染拡大の影響により、
開催できるかどうかは未定です。
　開催の可否について、決定次第支
部長へ連絡します。なお、参加を希
望する本部会員は、早めに事務局へ
連絡してください。

　

◆
◆
　
訂
　
　
正
　
◆
◆

　

会
報
１
９
７
号
４
面
の
「
訃
報
」
の

タ
イ
ト
ル
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

■ 

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布 

■

　

日
本
郵
便
㈱
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害

者
等
に
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
」（
通
常
郵

便
は
が
き
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
身
体

障
害
者
の
場
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

配
布
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

配
布
枚
数　

一
人
に
つ
き
20
枚

受
付
期
間　

５
月
31
日
（
月
）
ま
で

申
込
み
方
法　

お
近
く
の
郵
便
局
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
提
示
の
う
え
、「
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
。
代
理

人
に
よ
る
提
出
も
可
能
。

■ 

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
特
別
会
員 

■

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
、
男
性 

満
60
歳
、
女
性 

満
55
歳
以
上

の
方

年
会
費　

１
、４
０
０
円
（
入
会
金
不
要
）

特  

典　

Ｊ
Ｒ
線
を
片
道
・
往
復
等
で

２
０
１
km
以
上
利
用
す
る
場
合
、特
急
券
・

指
定
席
券
等
が
年
間
20
回
ま
で
３
割
引
。

た
だ
し
新
規
加
入
は
、
３
回
目
ま
で
２
割

引
。

介
助
者
の
割
引　

第
１
種
の
方
で
、
介
助

者
が
同
行
の
場
合
、
介
助
者
も
同
様
の
割

引
。　
　

※　

詳
細
は
、
事
務
局
ま
で
。

編
　
集
　
後
　
記

こ
こ
一
年
余
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、
テ
レ
ビ
・
新

聞
等
で
一
日
と
し
て
報
道
さ
れ
な
い
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
協
会
本
部
お
よ
び
支
部
の

活
動
も
ほ
と
ん
ど
が
中
止
・
休
止
と
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
普

通
の
日
常
に
戻
る
の
で
し
ょ
う
か
。

会
員
の
皆
様
方
の
、
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。編

集
委
員
長　

丸
山　
　

勝

事
務
局
職
員
の
交
代

退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

事
務
局
次
長　

永
井　

光
良

採
用
（
４
月
１
日
付
け
）

事
務
局
次
長　

中な
か
ざ
わ沢　

健け
ん
い
ち一

長野市障害者福祉センターからのご案内 障害者に関するマークについて　No.3

　センターでは、各種教室・相談会などを開催し
ています。その一部を紹介します。

①機能トレーニング教室
・日　時 毎週火曜日、９:30～11:30
・内　容 柔軟性・基本動作訓練、筋トレ等

②余暇教室
・日　時 毎週水曜日または金曜日、
 10:00～15:00
・内　容 基礎体操、運動、歌の合唱、

 レクリエーション等
③障害者相談会（ピアカウンセリング）

・日　時 毎月第３金曜日、13:30～16:30
 （うち約１時間）
・相談員 市から委嘱を受けた「心身障害者

相談員」のうち、当協会の役員

＜お問い合わせ・お申し込み＞
　センター事務局（電話：226-4884）へ

※「長野市障害者福祉センター」は、当協会
が平成 18 年度から指定管理者として管理
運営しています。

　障害者に関するマークを集めてみました。
　マークの意味を理解し、正しく使用しましょう。

（出典：『令和２年度 長野市障害福祉サービスガイド』
長野市障害福祉課発行）

事務局及び障害者福祉センターは、毎週月曜日がお休みです。ホームページ http://nagano-sfc.jp/
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